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2020年度 決算報告

「支出」合計   2,837,447円

社協会費     1,174,700

運営費             94,798

事業費 広報活動   76,035

助成費      0

専門委員会  75,862

次年度繰越金   1,416,052

専門委員会  50,000

事業        99,500

雑収入     898

前年度繰越金    711,689

社協会費

助成金・運営

1,174,700

800,660

2021年度 事業予算

社協会費

運営費

事業費 広報活動

助成費

専門委員会

予備費

1,174,700

270,000

70,000

150,000

690,000

1,349,342

1,174,700

助成 金 。運 営        822,290

専Fヨ 委員会   50,000

事業       240,000

雑収入    1,000

前年度繰越金   1,416,052
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一
ご協力いただいた会費総額|き、1,174,700円 でした。あιlがこうございました。

生浜地区部会町会別会員数・回数・金額一覧表

2021年度

生浜地区社協締会

(2021年 3月 31日 )

項 目

町内会

自治会

会員数

口  数

金  額住民会員 特別会員 賛助会員

200円 3000円 10000円

生 実 町 1,564 1,543 19 2 385,600

浜 野 519 500 10 9 220,000

村 田 町 700 700 140,000

塩 田 181 178 3 65,900

南 生 実
９０

乙
′
Ｕ 625 Ｏ

υ 1 144,000

は ま の
ム
口 341 341 68,200

角 栄 186 186 37,200

村 田 南 東 映 団 地 町 内 75 75 15,000

小 田 急 浜 野 団 地 145 145 29,000
ヘルシータウンお ゆ み 野 49 49 9,800

浜 野 東
Ｏ
υ

廣
υ 150 3 60,000

△
口 計 4,542 4,492 ０

４ 18 1 174, 700

塩田…・住民会員 1件の方が 500円 を拠出したので金額が 300円 多くなっています。
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警 墨 嬢 コロ十禍 このような

活動できるか″

各委員会で

話合いました

過
日
、
本
会

の
総
会
を
書

面
議
決
と
し
て
開
催
し
、
多

く

の
皆
様
か
ら
賛
同
を
得

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
と
期

な

　
待
が
交
錯
す
る
な
か
、
皆
さ

毯

　
ん
の
声
に
少
し
で
も
応
え

た
い
と
各
専
門
委
員
会
で

は
、
話
し
合
い
や
検
討
を
重

ね
て
お
り
ま
す
。
（鴇
田
）

児
童
福
祉
委
員
会

※
育
児
サ
ロ
ン

育
児
サ

ロ
ン
は
新
型

コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
為
、
昨
年
２
月
ょ
り

一
年
以
上
サ

ロ
ン
を
開
催
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
８
月
ま
で

の
サ
ロ
ン
中
止
を
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
９
月
以
後
の
サ

ロ
ン
開
催
に

つ
い
て
７
月

１４

日

の
児
童
委
員
会
で
話
し
合
い
ま
し

た
。現

在
の
感
染
状
況

。
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
を
鑑
み
９
月
以
降
、
今

年

い
っ
ぱ

い

１２
月
ま
で
の
サ

ロ

ン
開
催
は
残
念
な
が
ら
中
止
と
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

生
実
保
育
所
と
埋
蔵
文
化
セ
ン

タ
ー
の
育
児
サ

ロ
ン
を
開
鎖
し
、

新
た
に
生
実
会
館
で
、
第
２
水
曜

日

「生
実
で
ん
で
ん
む
し
」
と
し

て
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

※
千
葉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「ふ
れ

あ
い

。
子
育
て
サ

ロ
ン
」
に
開
催

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
下
さ
い
。
　
　
　
（田
村
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

一■
〓
一

共
に
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
、
見
守
り
や
健

康
の
大
切
さ
を
重
点
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
様
と
の
つ
な
が
り
を

一
層
大
事

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
の
私
達
と
し
て

も
研
修
や
体
験
を
通
し
て
、
今
後

の
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
村
田

（ひ
ま
わ
り
体
操
）

○
生
実

（元
気
体
操
）

○
南
生
実

（し
あ
わ
せ
体
操
）

そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
再
開
の
目
途
は
感
染
の

状
況
に
よ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
令
和

４
年

１
月
ご
ろ
と
考
え

て
い
ま
す
。
（鴇
田
）

高
齢
者
委
員
会

・一
一一
一

一

一

一一

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
今
年
度
、
今
ま
で

の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

６
月
に
行
わ
れ
た
高
齢
者
委

員
会
に
お
い
て
各
種
行
事
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

１０
月
に
行
わ
れ
て
い
る
交
通

安
全
教
室
は
生
浜
小
体
育
館
を
利

用
す
る
為
、
大
人
数
で
の
講
習
会

は
不
可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。

Ｈ
月
に
予
定
し
て
い
る
、
千
葉

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講

習
会
に
つ
い
て
も
同
様
に
中
止
す

る
事
に
し
ま
し
た
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
開
催
に
つ
い

て
も
今
年
は
開
催
せ
ず
、
年
明
け

か
ら
開
催
出
来
る
様
に
準
備
を
進

め
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
を
見
据
え
て
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（近
藤
）

・雀
鱚・予

資
は

障
害
者
委
員
会

華

障
害
者
福
祉
施
設
の
業
務
支

援
・
通
所
者
と
い
っ
し
ょ
に
軽
作

業
の
実
習
学
習
を
実
施
し
て
行
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
終
わ

つ
て
い
な
い
現

状
で
は
施
設
業
務
支
援
は
出
来
な

い
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
支

援
が
出
来
る
た
め
の
条
件
が
整
い

次
第
、
各
施
設
と
の
打
合
せ
を
行

い
支
援
を
再
開
す
る
事
と
し
ま
し

た
。

（
田
鎖
）

Q
部
会
だ
よ
り
の
紙
面
の

見
や
す
さ
と
タ
イ
ム
リ
ー

な
発
行
を
行
う
事
の
確
認

を
し
た
。

事
業
計
画
で
の
各
人
が

パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
心
が
け
て
行
く
事
を

確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

（濱
本
）

奪ットワーを警員会

お互いにマスクを

車いす副1練の再開を


